
 

 

盛
安
寺
「
明
智
の
陣
太
鼓
」
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東
山 

政
司 

   

瑞
王
山
盛
安
寺
。
比
叡
山
麓
の
坂
本
の
南
端
で
、
穴
太
に
隣
接
す
る
地
域
に
あ
る
天
台
真
盛
宗
の
古
刹

で
す
。 

こ
こ
は
近
世
、「
明
智
寺
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。 

明
智
光
秀
の
供
養
塔
や
位
牌
が
祀
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
「
明
智
の
陣
太
鼓
」
と
呼
ば
れ
る
太
鼓
が
伝
わ

っ
て
い
ま
す
。
昨
年
、
大
津
市
歴
史
博
物
館
で
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
ご
覧
に
な
っ
た
方
を
多
い

と
思
い
ま
す
。 

 

 

享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
に
成
立
し
た
地
誌
『
近
江
與
地
志
略
』
に
は
、
「
当
寺
に
太
鼓
あ
り
。
是
明

智
光
秀
の
時
尅
（
刻
）
を
う
ち
し
太
鼓
な
り
と
い
ふ
。」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
江
戸
中
期
に
は
知
ら
れ
て
い

た
よ
う
で
す
。
ま
た
江
戸
時
代
後
期
の
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
の
観
光
ガ
イ
ド
『
近
江
名
所
図
会
』

に
は
「
「
明
智
光
秀
陣
太
鼓
世
に
こ
れ
は
八
尅
（
刻
）
太
鼓
と
云
う
。
堂
宇
に
あ
り
。
按
ず
る
に
光
秀
に
あ

ら
ず
、
左
馬
介
の
伝
来
に
や
」
と
い
う
説
明
が
絵
入
り
で
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

 

  

こ
の
よ
う
な
名
前
が
付
け
ら
れ
て
い
る
と
、
ど
こ
か
訝
し
い
印
象
を
受
け
ま
す
が
、
実
は
伝
来
を
伝
え

る
史
料
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

天
正
十
一
年
（
一
五
八
三
）
八
月
八
日
付
の
盛
安
寺
御
同
宿
中
宛
矢
嶋
久
兵
衛
尉
貞
治
書
状
で
す
。 

『近江名所図会』 

国文学研究資料館データベースより 



 

 

貼
紙
に
「
寺
領
太
鼓
田
御
寄
進
折
紙
之
写
」
と
あ
り
、
近
世
の
写
し
で
す
。 

  

当
寺
太
鼓
田
之
事
、
浄
戒
口
弐
段
志
賀
下
城
口
ニ
為
石
川
杢
兵
衛
殿
御
寄
進
候
知
行
折
紙
被
申
入
候
御

寺
納
之
儀
肝
要
候 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

矢
嶋
久
兵
衛
尉
貞
治 

判 

天
正
十
一
年
八
月
八
日 

盛
安
寺
御
同
宿
中 

  

内
容
は
、
当
寺
の
太
鼓
田
の
事
、
浄
戒
口
の
二
段
・
志
賀
下
・
城
口
に
つ
い
て
、
石
川
杢
兵
衛
が
寄
進

を
折
紙
で
申
し
入
れ
て
い
る
の
で
、
寺
領
と
し
て
納
め
る
よ
う
に
、
と
伝
え
た
も
の
で
す
。 

  

こ
の
日
付
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。 

坂
本
は
本
能
寺
の
変
後
、
丹
羽
長
秀
の
領
地
と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
後
天
正
十
一
年
（
一
五
八
三
）
八
月

一
日
に
羽
柴
秀
吉
が
、
家
臣
杉
原
家
次
に
坂
本
付
近
の
代
官
を
命
じ
て
い
ま
す
。（
※
１
） 

つ
ま
り
、
こ
の
書
状
が
出
さ
れ
た
の
は
、
坂
本
が
杉
原
家
次
の
支
配
地
と
な
っ
た
時
期
直
後
、
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
坂
本
一
帯
は
杉
原
の
支
配
下
と
な
る
が
、
太
鼓
田
に
つ
い
て
は
石

川
杢
兵
衛
が
寄
進
を
申
し
出
て
い
る
の
で
、
寺
領
と
し
て
納
め
て
お
く
よ
う
に
、
と
矢
嶋
久
兵
衛
尉
が
伝

え
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
領
主
が
変
わ
っ
た
こ
と
を
受
け
、
盛
安
寺
か
ら
寺
領
安
堵
の
依
頼
が
あ
り
、
そ

れ
に
応
え
た
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

浄
戒
口
・
志
賀
下
・
城
口
は
い
ず
れ
も
地
名
で
、
特
に
浄
戒
口
・
城
口
は
坂
本
城
付
近
に
あ
り
ま
し
た
。

浄
戒
口
は
城
堺
口
に
通
じ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
「
太
鼓
田
」
と
し
て
寄
進
す
る
、
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
「
太
鼓
田
」
と
い
う
こ
と
ば
は
何
を
意
味
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
地
名
と
し
て
は
「
太

鼓
田
」
は
各
地
に
あ
る
よ
う
で
す
が
、
こ
こ
で
は
地
名
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
「
太
鼓
」
＋
「
田
」
だ
と
す
る

と
、
太
鼓
の
た
め
の
田
、
太
鼓
に
関
わ
る
何
ら
か
の
理
由
で
田
を
寄
進
す
る
と
い
う
意
味
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
『
近
江
名
所
図
会
』
に
あ
る
刻
を
知
ら
せ
る
と
い
う
役
割
だ
け
で
な
く
、
例
え
ば
見
張
り
等
の
役
割
が

あ
り
、
そ
の
役
料
と
し
て
寄
進
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
盛
安
寺
は
や
や
高
台
、
坂

本
城
を
見
下
ろ
す
位
置
に
あ
る
と
い
う
こ
と
も
付
け
加
え
て
お
き
ま
す
。 

こ
の
書
状
よ
り
、
盛
安
寺
は
以
前
か
ら
太
鼓
を
所
有
し
、
そ
の
役
料
も
受
け
て
お
り
、
そ
れ
は
明
智
光

秀
が
城
主
の
時
代
か
ら
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。 

「
明
智
の
陣
太
鼓
」
と
い
う
呼
び
名
も
あ
な
が
ち
間
違
い
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

 

最
後
に
、
関
係
し
た
人
物
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
ま
す
。 

 

石
川
杢
兵
衛
は
、
諱
を
光
政
と
い
い
、
秀
吉
の
古
参
の
家
臣
で
す
。
秀
吉
が
長
浜
城
主
時
代
だ
っ
た
頃

の
竹
生
島
宝
厳
寺
へ
の
寄
進
記
録
で
あ
る
『
竹
生
島
奉
加
帳
』
に
も
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。
賤
ヶ
岳
の
合

戦
で
奮
戦
し
て
戦
死
し
た
石
川
兵
助
の
兄
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 



 

 

 
差
出
人
の
矢
嶋
久
兵
衛
尉
貞
治
に
つ
い
て
で
す
が
、
「
大
津
歴
博
だ
よ
り
」
で
は
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
、

と
し
つ
つ
も
、
江
戸
時
代
に
坂
本
で
山
門
領
諸
事
仕
置
方
役
人
と
し
て
矢
嶋
大
膳
が
見
ら
れ
、
町
惣
代
と

し
て
矢
嶋
姓
が
あ
る
の
で
、
町
人
と
し
て
坂
本
を
取
り
ま
と
め
て
い
た
人
物
の
一
人
の
可
能
性
を
指
摘
し

て
い
ま
す
。
（
和
田
光
生
：
二
〇
二
〇
） 

 

確
か
に
坂
本
に
は
矢
嶋
氏
が
い
た
よ
う
で
、
軍
記
も
の
で
す
が
、
「
応
仁
記
」
（
※
２
）
に
「
矢
嶋
。
那

須
ナ
ド
坂
本
衆
召
具
。
」
と
あ
り
、
応
仁
の
乱
の
頃
か
ら
坂
本
に
矢
嶋
氏
が
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
き
ま
し

た
。 

 

た
だ
こ
の
矢
嶋
久
兵
衛
尉
に
つ
い
て
は
、
坂
本
と
の
関
わ
り
だ
け
で
は
な
く
、
秀
吉
家
臣
と
し
て
の
活

動
が
多
々
見
ら
れ
ま
す
。 

  

天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）
九
月
、
丹
波
氷
上
郡
久
下
金
屋
村
で
検
地
を
行
う
。
（
※
３
） 

天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
）
三
月
十
一
日
、
近
江
坂
田
郡
小
野
荘
等
の
検
地
を
お
こ
な
う
。
（
※
４
） 

 

天
正
二
十
年
（
一
五
九
二
）
二
月
十
九
日
、
羽
柴
秀
吉
よ
り
摂
津
伊
丹
近
辺
で
の
洪
水
に
よ
る
道
橋
の

損
害
に
つ
い
て
、
代
官
と
し
て
見
回
り
、
対
処
す
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
る
。
（
※
５
） 

文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
八
月
二
十
七
日
、
堀
尾
吉
晴
・
羽
柴
秀
勝
ら
と
共
に
丹
波
柏
原
八
幡
神
社
に

燈
明
田
を
寄
進
。
（
※
６
） 

文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
、
河
内
大
枝
村
に
て
検
地
を
行
う
。
（
※
７
） 

 

文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
八
月
、
速
水
守
之
と
共
に
大
和
国
吉
野
郡
の
検
地
を
行
う
。
（
※
８
） 

  

こ
れ
ら
か
ら
矢
嶋
（
矢
島
・
八
嶋
）
久
兵
衛
尉
貞
治
は
秀
吉
政
権
下
で
、
畿
内
各
地
で
検
地
等
を
行
う

奉
行
職
と
し
て
活
躍
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
管
見
の
限
り
、
天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）
よ
り
前
に

矢
嶋
久
兵
衛
尉
の
活
躍
を
見
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
坂
本
が
秀
吉
の
勢
力
下
に
置
か
れ
て
か
ら
見
出
さ
れ
、

奉
行
と
し
て
活
躍
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

な
お
、
諱
の
貞
治
に
つ
い
て
は
、
他
の
史
料
に
は
見
え
ず
、
本
書
状
に
の
み
見
え
る
も
の
で
す
。 

  

ま
た
、
矢
嶋
久
兵
衛
尉
に
似
た
名
前
の
人
物
と
し
て
、
矢
島
久
右
衛
門
増
行
が
い
ま
す
。 

 

浅
野
長
政
の
家
臣
と
し
て
、
天
正
十
七
年
（
一
五
八
九
）
か
ら
史
料
に
散
見
さ
れ
ま
す
。
（
※
９
） 

曽
根
勇
二
氏
は
久
右
衛
門
と
久
兵
衛
尉
が
同
一
人
物
の
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
ま
す
が
（
曽
根
勇
二
：
二

〇
〇
四
）
、
既
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
秀
吉
家
臣
と
し
て
の
活
動
と
、
浅
野
氏
家
臣
と
し
て
の
活
動
が
異
な

る
た
め
、
別
人
と
考
え
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。 

久
右
衛
門
は
浅
野
長
政
が
坂
本
城
主
だ
っ
た
時
期
に
仕
え
ま
し
た
。「
久
」
の
字
が
共
通
で
あ
り
、
久
兵
衛

尉
の
一
族
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
こ
の
久
右
衛
門
は
「
江
州
八
島
（
矢
島
）
」
の
出
身
と
史
料
に

あ
り
（
※
１
０
）
、
坂
本
の
矢
嶋
氏
の
出
で
は
な
い
よ
う
で
す
。
も
し
久
兵
衛
尉
と
同
じ
一
族
だ
と
す
る
と
、

久
兵
衛
尉
も
矢
嶋
（
栗
太
郡
）
の
出
身
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

  

https://www.rekihaku.otsu.shiga.jp/file/tayori/tayori_117_2020.pdf


 

 

盛
安
寺
は
、
江
戸
時
代
初
期
に
建
造
さ
れ
た
本
堂
が
大
津
市
指
定
有
形
文
化
財
、
伏
見
城
の
遺
構
で
建

て
ら
れ
た
と
さ
れ
る
客
殿
が
国
指
定
重
要
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
庭
園
は
滋
賀
県
指
定
名
勝
で
、

江
戸
時
代
初
期
の
作
庭
と
さ
れ
る
枯
山
水
庭
園
で
、
聖
衆
来
迎
図
を
表
現
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
寺
の
周
囲
に
は
、
穴
太
積
み
に
よ
る
石
垣
が
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
よ
う
な
盛
安
寺
に
伝
わ
る
「
明
智
の
陣
太
鼓
」。 

 

現
存
す
る
陣
太
鼓
が
、
当
時
か
ら
の
も
の
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
少
な
く
と
も
織
豊
期
か
ら

盛
安
寺
と
太
鼓
は
関
係
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

  

※
１
「
杉
原
七
郎
左
衛
門
尉
宛
台
所
入
目
録
」
『
豊
臣
秀
吉
文
書
集
』
七
七
〇
号
文
書 

※
２
「
応
仁
記 

二
」
の
「
今
出
川
殿
勢
州
下
向
之
事
」
に
記
載
が
あ
る
。（
『
群
書
類
従 

二
十
』P

2
3

9

） 

※
３
「
丹
波
国
氷
上
郡
久
下
金
屋
村
検
地
帳
写
」 
図
録
『
ひ
ょ
う
ご
と
秀
吉
』
四
六
号 

※
４
「
長
束
正
家
書
状
写
」
吉
田
三
左
衛
門
家
文
書
、『
新
修
彦
根
市
史 

第
５
巻 

史
料
編 

古
代
・
中

世
』
八
二
三
号
文
書 

※
５
「
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
」、
『
小
早
川
家
文
書
』
三
三
八
号
文
書 

※
６
「
燈
明
田
等
寄
進
申
状
案
」
柏
原
八
幡
神
社
文
書
二
二
号
、
『
兵
庫
県
史 

史
料
編 

中
世
Ⅲ
』 

※
７
河
内
国
茨
田
郡
大
枝
村
中
村
家
文
書
（
守
口
市 

市
指
定
文
化
財
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
） 
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※
８
「
口
役
開
産
金
沿
革
抜
粋
書
」
『
川
上
村
史 

史
料
編
』
上
巻 

P
2

2
0

、
「
白
山
神
社
根
元
由
緒
記
」

『
同
上
』P

2
3

0
 

※
９
「
鹿
苑
日
録
」
天
正
十
七
年
（
一
五
八
九
）
十
月
一
日
条
、
「
蓮
成
院
記
録
」
天
正
十
八
年
（
一
五
九

〇
）
正
月
十
七
日
条
、
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
二
月
二
十
一
日
付
「
原
田
左
馬
助
宛
八
島
増
行
書
状
」
、

「
兼
見
卿
記
」
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
十
一
月
二
十
二
日
条
、『
同
』
天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
）
十

二
月
十
二
日
条
等
。 

※
１
０
広
島
市
立
中
央
図
書
館
蔵
『
浅
野
家
諸
士
伝
』『
浅
野
記
諸
士
畧
伝
』
の
八
嶋
久
右
衛
門
の
項
に
「
八

嶋
久
右
衛
門
ハ
初
名
左
太
郎
と
云
江
州
八
嶋
の
人
云
」
と
あ
る
。 
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